






1,研究目的

　心身障害予防のために超音波胎光装置の安全基準を決定することを目的とし

て,動物胎光,培養細胞,染色体などに超音波を照射する場合,ドーシスとしての

超音波量を正確に知る必要がある。

　このためには超音波照射装置は従来普通に使用されている装置に比べて動作

が安定で,また超音波量を制御するための電子的制御機能を持つことが必要で

ある。

　また超音波照射装置により発生した超音波の強さを定量的に測定することが

必要である。

　本研究では動物胎光などに超音波を照射するための超音波照射装置の開発と

超音波強さの測定方法の開発を目的とするものである。


